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明治期の 文芸雑誌におけるア ン ドレー エ フ受容史

　　　　　 一　 『
早稲田文学 』

「
趣味 』 を中心 に

一

塚 　 原 孝

　上 田敏 が フ ラ ン ス 語訳 か ら重 訳 し 『芸

苑 』 明 治 39年 1， 2 月 号 に 掲 載 し た
「
旅

行 1 （s・lle’rbKa 　Ha 　naqe ・）） に よ っ て 初 め て

日本 に 移入 され た ア ン ド レ ー
エ フ は ， 翌 年 ，

二 葉亭 四迷 に よ っ て その 名が言及 され ， 翻

訳
1
血笑記 1 が 世に 出る と俄 に 注 目の 作家

とな る 。 明治期 に 限 っ て も確認 して い るだ

けで 延べ 51 回 ，
32 作品 の 翻訳 が あ り， ア

ン ドレ ー
エ フ に 関す る記 事 は

「
早稲 田 文

学 」
『
露西亜 文学 』 か ら 『帝国文学 』

『三 田

文学 』 さ らに 『青鞜』 とい っ た雑誌に まで

探す こ とが で きる 。
こ の こ とは 当時 ア ン ド

レ
ー エ フ が い か に注 目され ， また そ れ が い

か に 広範に わ た る もの で あ っ た か を示 すが ，

こ こで は 当時 ロ シ ア文学の 紹介 に最 も積極

的 で あ っ た 呷 稲 田 文 学 」 と そ の 姉 妹誌
『趣 味 』 を中心 に検討 し ア ン ド レ ーエ フ 受

容史 を概観す る 。

　
「
早稲 出文学 ロ に は 3 作 ，

『趣味』 に は 6

作の 翻訳が 掲載 され て い る が ， 翻訳以外で

も 2 誌で ア ン ドレ ー エ フが 言及 され て い る

記事 は ， 作品紹介や評論の ような もの か ら

彙報覧， 文芸消息覧 な どの 雑記に 至 る まで ，

内容や 長短 を考慮 しな け れ ば ， 前誌 で 63

回 ， 後誌 で 36 回 に も及ぶ 。 記事で は ア ン

ド レ
ー

エ フ は ポ ス ト ・トル ス トイ， ツ ル

ゲー
ネ フ と して の 地 位 を確立 した ゴー リ

キーを さ ら に越 えて 現れ た最新の 作家 とし

て
「
世界の 人 気 男」

「
流 行 児」 と い っ た 形

容 と と もに 紹介 され て い る 。 当初 は海外で

圧倒的な人 気を誇 る新進作家 と して すで に

認知 され て い る と い う 内容の 記事が 多 い が ，

年が ドる に つ れ て
， 入荷 した英訳が 丸善で

忽 ち 売切れた と い う よ うな 日本で の ア ン ド

レ ーエ フ 熱の 高ま りを示 す記事の増加 も見

られ る 。

　単純 に 国内外で の 評判 を伝 え る こ の よ う

な記事 と並ん で ， 評論な どの 掲載に よ っ て

ア ン ド レ ーエ フ を よ り深 く認知 させ た ， い

わ ば紹介者の 役割 を損 っ たの が ，
二 葉亭，

昇曙夢 ， 相馬御風な どで ある 。 まず二 葉亭

が
『
早稲 田 文 学』 40 年 9 月号

「
露 国 の 象

徴派 」 で ， 敏 の翻訳 に よ っ て は話題 に上 ら

なか っ た ア ン ド レ
ー

エ フ を
「
ま ア 兎に 角，

露西亜 で は ゴ ー リキ ー とア ン ドレ ーエ フ と

メ レ シ コ ーフ ス キ
ー とが ， 近頃の 大立物で

し ょ う」 と取 り上 げ ， 同時代 を代表す る作

家 として 広 く紹介 し そ の 存在 を知 ら しめ る

と ， 曙夢は その 後 を継い で
『
早稲 出文学 』

44 年 6 月 号
「
気 分 の 文 学 と事 実 の 文 学

（ア ン ドレ ー
エ フ の 芸術 を論ず）」 を始 め と

す る 評論 で 作品 分 析 を試 み ，

i何処 に も亦

何物に も救い の 道」 が な い 人間 を描き続け

る
「
今 日の無 信仰時代の 代表的作家」 と い

うそ の 後の ア ン ドレ
ー

エ フ観 を決定づ け る

基本路線 を示 した 。 当時多 くの 論者は曙 夢

に 倣 っ て ア ン ドレ ー エ フ の 絶望や虚無観 と

い う 部分 を否定的に捉え る傾 向に あるが ，

他方ア ン ドレ ーエ フ が ［
ロ シ ヤ文学 に 於 け

る エ ドガ ア ・ア ラ ン ・ボ ー
」 と評 され て い

た こ とか ら分析 を展 開 した 御 風の よ う に

1
あ く迄 も ヒ ユ ー マ ニ ス トで あ る と言 う点

が ， ア ン ド レ ーエ フ と言 う作家 を論ず る上

に
， 最も重 要な事 で は な い か と思 う 1 と ，

生 を志 向す るア ン ドレ
ー

エ フ 像 を提示 した

論者 も見 い だ す こ とが で き る、、
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　さ ら に これ らの 他に 自分の 文学活動 に ア

ン ドレ
ーエ フ を意識的 に反映 させ たア ン ド

レ ーエ フ受容者 とい うべ き人々 が い る 。 例

えば自らの 手掛 け る書評欄で好 ん で ア ン ド

レ ーエ フ を引 き合 い に 出 した 中村星湖は
，

ア ン ドレ ーエ フ を
「

ロ シ ヤ の 象徴 派 の 驍

将 」， その 作 品 を
「
や が て ま た到 らん と し

て 到 り得 ざる シ ム ボ リズム の 姿 」 を示 した

もの と捉 え ，

「
畢竟 人 間は， 自分 の 主観以

外 に ， 即 ち
， 自分の 気持 を少 しで も離れ て ，

客観 に対す る こ との 不可 能 1 と い う小川未

明 は ， ア ン ドレ
ーエ フ作品 は

「
内心の 広 野

に 向っ て ， 恐ろ し い 破格の 冒険 を企 つ る も

の 」 で あ り，
「
ア ン ド レ ー

エ フ の作 の 中の

殊 に
「デ ィ レ ム マ

』 な ど は ， 自分の 創作を

す る際 に傍 に置 い て 」 イ ン ス ピ レ ー シ ョ ン

を得 てい る と し て い る が ，
こ こ に は各 々 の

到達点 と し て の ア ン ド レ
ー

エ フ像 を窺 うこ

とがで きる 。

　同時代を代表す る新進気鋭の 作家 と い う

触れ込み で紹介され高い 関心 を集めた ア ン

ドレ ーエ ブ は ， 紹介者の 曙夢や受容者の 未

明らの 分析 を経 て ， 何 よ りも
「
気分を描 く

作家 」 と して そ の地位 を確立 した ，隆盛 を

誇 る 自然主義 とは異 な る新 し い 形式が模索

され て い た 明治未期 に は ，
こ の気分 を描 く

ア ン ドレ ー エ フ の 手法そ の もの が注 目に値

す る もの で あ っ た 。 その 意味で 明 治末期の

ア ン ドレ
ー

エ フ 熱を支 えて い た の は反 自然

主 義 を掲 げた 人 々 だ っ た とい え るが ， それ

は同時 に彼 らが 後に
一線か ら退 くの に従 い

ア ン ド レ
ー エ フ へ の 興味 も全体 として 失わ

れ て い くと い う運命 を も決定 す る こ とに

な っ た の で ある 、，

　　　　　　 （つ か は ら　た か し ・早大院）

『
オネ

ー ギン 』 で称賛 された振付家デ ィ ドロ

村　 　山　 　久 美 子

　プーシ キ ン は ， リツ ェ イ を卒業 し南方に

追放 され る まで の ペ テ ル ブ ル グ滞在期 問

（1817−20）， 劇場 に 足 繁 く通 い
，

バ レ エ に

熱中 した 。 プー シ キ ン を夢中に させ た バ レ

エ は ，
ス トッ クホ ル ム 生 まれ の フ ラ ン ス 人

シ ャ ル ル ・ル イ ・デ ィ ドロ が創作 した もの

だ っ た。 プーシ キ ン は デ ィ ドロ の バ レ エ に

つ い て ，

「
絵 の よ うな フ ァ ン タ ジ ーや ， 比

類 な い 魅力 に あふ れ てい る 。 わ が国の ロ マ

ン 主義作家の
一人 ［プーシ キ ン 1 はその 中

に ，
い か な る フ ラ ン ス 文学 よ りも多 くの詩

情 を 見出 した 」 と称 賛 し ，

『オ ネーギ ン』

や エ ッ セ イの中に デ ィ ドロ とその 踊 り手 に

つ い て の 言葉 を残 して い る 。

　 これ ほ どプ ー シ キ ン の 心を と らえた ディ

ドロ の バ レ エ とは ， どの よ うな もの だ っ た

の だ ろ うか 。

　デ ィ ド ロ は ，
t801−11年 と 1816−29年 の

2 期 ロ シ ア に 滞在 して ，
ロ シ ア ・ バ レ エ 界

の リー ダー と して ロ シ ア ・バ レ エ の 発 展に

大 き く貢献 した 。技術 と同等 に 内面 の 表現

に 長 けた 踊 り手を よ し と し ，

「
人間 の 波立

っ 感情 を表現 す る ドラ マ として の バ レ エ 」

を最高 の もの と考 え る ロ シ ア ・バ レ エ の伝

統の 基盤 は
，

デ ィ ドロ の バ レ エ に よ っ て 出

来上 が っ た の だ っ た 。

　 デ ィ ドW は西欧で 仕事 を して い た時代 ，

バ レ エ を ドラ マ テ ィ ッ クな もの に する こ と

を提 唱 し た 改 革 者 ノ ヴ ェ
ール と ド ベ ル

ヴ ァ
ール の 弟子 として働 い て い た が ， その
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